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第246回 Maharaのルーブリック機能を用いた
eポートフォリオシステムの開発

-減災型地域社会リーダーの養成プログラムの事例-

減災型地域社会リーダーの養成プログラムの概要：
プログラムの概要（熊本県内の４大学が参加する人材養成プログラム）

減災型地域社会リーダーの１７のコンピテンシーを複数科目で習得する

eポートフォリオシステムの設計と開発：
利用目的は教育の質保証，学習の振り返り，就職活動時での利用

学生が作成するeポートフォリオ＝各科目の自己評価表＋まとめ（振り返り）

自己評価表はルーブリックプラグイン（宮崎先生）を使用

eポートフォリオシステムの運用（今年度前期より運用をスタート）：
学生が提出した学習成果物をeポートフォリオの自己評価表へ埋め込む．

運用して発生した問題点（ICTスキルと対象者の多さ）と解決策
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減災型地域社会リーダーの養成プログラム 概要

文部科学省 大学間連携共同教育推進事業

減災型地域社会のリーダー養成プログラム

減災型地域社会の創成に向けた地域の拠点による人材育成
*参加大学：熊本大学，熊本県立大学，熊本学園大学，熊本保健科学大学

＜取組年度＞2012年～2016年（今年は４年目！）

＜主な取り組み＞

•減災型地域社会をテーマとした共同学修プログラムの構築

•単位互換・地域運営協議会・eポートフォリオを活用した教育の質保
証

•減災型地域社会リーダー認定制度の創設
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減災型地域社会リーダーの１７のコンピテンシー
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eポートフォリオの設計：利用目的

教育の質保証

複数の大学との共同事業なので，

減災型地域社会リーダーとして認定される学生の質保証が難しい．

コンピテンシーに基づいた学習目標を毎回の講義で設定し，その講義
で学習したことを学生に記述させることで，質を保証する．

学習の振り返り

対象科目を履修するごとに，eポートフォリオの評価表に記入すること
で，自らに不足している知識・技能を自覚させる．

就職活動での利用

就職活動の際，知識・技能を証明することを可能とする．
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eポートフォリオの設計と開発：評価表
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eポートフォリオの設計と開発：まとめ
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Maharaのルーブリックプラグイン（宮崎誠先生）

Maha
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MOF2014スライド資料：
http://goo.gl/NYGeCU
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eポートフォリオの運用：学習成果物の一例
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各講義でコンピテンシーと対応した課題を
設定し，その課題を講義の冒頭で提示する．
課題の回答は，出席カードとして提出する．

土砂災害の種類を３つ挙げ、その違いを説明しなさい。
平成24年の阿蘇地域の土砂災害・豪雨災害で多数の犠牲者が出た理由と阿蘇地域で土
砂災害が多数発生する理由をそれぞれ2行程度で熊本（主に阿蘇地域）の風土と地域特性
も考慮して説明しなさい。

熊本の自然災害（２）
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eポートフォリオの運用：
学習成果物の取得とeポートフォリオへの埋め込み

iMacros

Moodleに提出されたレポート/出席カード
を，WEBオートメーションを利用して
eポートフォリオの評価表へ埋め込む
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学習成果物（レポート/出席カード）

PDF2submission機能を利用
して，Moodleへ読み込み
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eポートフォリオの運用：
実際に運用をして発生した問題点と解決策

基本的に各大学でeポートフォリオを作成を支援する

問題点１：ユーザーのICTスキルのバラつき

大学によって異なるが，基本的にICTスキルが多様．

問題点２：対象学生の多さ

必須科目「減災リテラシー入門」を受講し，eポートフォリオ作成の対
象となる学生は2015年度だけでも約400名で，質問対応等が大変．

解決策１）eポートフォリオ学生用画面の改良（学生用トップ画面）

解決策２）FAQの設置

解決策３）LMSの活用
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ボタンをクリックするだけでアクセスできるように改良

FAQを設置

eポートフォリオの
見本を設置
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